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スポーツを通じた地域振興の推進に関する提言

全国各地で様々なスポーツ大会が開催され、地域間交流の舞台となっている中、
今年のラグビーワールドカップ2019TMに続き、今後、2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会、2021年のワールドマスターズゲームズ2021関西と大規模な国際競技大会が我が国で相次いで開催される。
とりわけ、アジアで初めて開催されるワールドマスターズゲームズ2021関西は、近畿圏内の広域を舞台に、国内はもとより多種多様な国や地域から大会史上最大約５万人の参加が見込まれる、世界最高峰の生涯スポーツの競技大会である。生きがいに満ちた生涯スポーツ社会を実現する絶好の機会として、「する」スポーツの文化を育て、広く発信していくべきである。
また、我が国で開催する国際競技大会の参加者に、観光資源等が多数集積する近畿圏の観光地、文化、食等を広く楽しんでもらうとともに、開催による経済的効果等を各地域に波及させ、一層の地域振興につなげていくべきである。これは、2030年の訪日外国人旅行者数の目標を6,000万人とし、観光立国を目指す我が国にとっても大きな意義があるといえる。
今後、スポーツの持つ様々な魅力を通じて地域振興を推進していくため、全国各地域におけるスポーツを大いに盛り上げ、ワールドマスターズゲームズ2021関西の大会テーマの「スポーツ・フォー・ライフ（スポーツを通じて人生を豊かに）」の理念を具体化していく必要がある。
よって、次のとおり提言する。


１　生涯スポーツの振興
(1)地域の生涯スポーツ大会への支援を行うこと
生涯スポーツのすそ野拡大に向け、ワールドマスターズゲームズ2021関西の機運醸成イベントである「関西マスターズスポーツフェスティバル」等の地域の生涯スポーツ大会への支援を行うこと。
(2)指導者の養成等に対する支援を行うこと
健康の保持増進と地域コミュニティの形成に資する総合型地域スポーツクラブを活性化するため、クラブマネジャーや地域のスポーツ活動における指導者の養成等に対する支援を行うこと。

２　スポーツ選手の育成
次世代を担うジュニア選手の発掘・育成や長期的展望に立った競技力の向上
を図るため、オリンピック・パラリンピック選手等を活用したスポーツ教室の開催や、ジュニア指導者養成研修会など選手育成のための指導者の確保・充実に向けた取組について、財政措置等の支援を行うこと。

３　ワールドマスターズゲームズ2021関西他各種国際競技大会等の開催支援
(1)近畿圏で実施される各種国際競技大会等の開催に向け、人的支援及び次の財政支援を行うこと。
①地方債の創設
老朽化が進む公立スポーツ施設等の機能向上等を図るための地方交付税
措置のある特別な地方債を創設すること。




②体育・スポーツ施設整備への支援の充実
　スポーツ振興くじ助成制度や社会体育施設の整備に対する助成制度について、国際大会開催を見据えた既存施設の機能増設、障がい者スポーツ振興に資する施設整備等を対象とするなど、支援を充実させること。
(2)特に、ワールドマスターズゲームズ2021関西へは次の支援を行うこと。
①国家的プロジェクトとしての支援の強化
国家的なプロジェクトとしてより円滑な支援が得られるよう、スポーツ国際戦略会議等を通じて、各省庁の横断した支援を強化すること。
②スポーツ振興くじ助成金の年度毎の助成額にかかる弾力的かつ柔軟な対応
スポーツ振興くじ助成金の「国際競技大会開催助成」の「開催準備事業」については、準備段階から単年度で８千万円を上限に助成されることとされているが、大会前年度には多額の事業費が想定されるため、これを超える分については、大会開催年度に２億円を上限として助成される「開催事業」分を充当できることとするなど、年度毎の対象額について、弾力的かつ柔軟な対応を図ること。
　　③東京オリンピック・パラリンピック等との一体的な広報活動等の支援
　  （機運醸成に向けた取組に対する支援）
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会との一体的な広報活動の展開など、国内外でワールドマスターズゲームズ2021関西の機運醸成に向けた取組を支援すること。
　　（各大会に共通する取組に対する一体的な支援）
大会運営のノウハウを共有するための人的交流や競技用具、システムの
有効活用、ボランティアの育成など、共通する取組について、一体的な支
援を行うこと。
[bookmark: _GoBack]④１年前イベントやプレ大会の開催支援
競技開催地においては、大会開催機運の醸成や本大会の円滑な開催に向け、１年前イベントやプレ大会の開催を予定している。本大会の成功に向け、各地で開催される１年前イベント、プレ大会への参加促進に向けたＰＲへの協力や、開催にかかる支援を行うこと。

４　スポーツツーリズムの振興
(1)我が国で開催する国際競技大会が、参加者等にとって高い満足感や感動が得られるスポーツイベントとなるよう、次のことに取り組むこと。
①円滑なＣＩＱ体制（税関・出入国管理・検疫）やセキュリティ対策
②多言語やバリアフリー対策の推進、交通アクセスや通信、宿泊環境の整備
③海外からの参加者への医療・防災対応　等
(2)国際競技大会を開催地等の地域経済活性化に寄与する好機と捉え、次のことに取り組むこと。
①訪日外国人旅行者を近畿圏へ誘導するための、低廉な陸・海・空の周遊
フリーパス等の創設及び各自治体の取組への支援
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